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複数の対称性が同時に破れた系はマルチフェロイックスと呼ばれ、近年凝縮系物理学で大きな注目を集めている。
固体物理学で重要な対称性として、時間反転T，空間反転I，ゲージ対称性U(1)の３つが挙げられ、それぞれに関す
る対称性の破れは、磁性、強誘電性、超伝導として発現する。これらのうち２つ以上が同時に破れた場合に起きる
新奇な物性について、いくつかのトピックスを、対称性とトポロジーの観点から議論する。

* This Colloquium is held on Wed., not Tue.


